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赤
十
字
は
、
戦
争
・
紛
争
犠
牲
者

の
救
援
を
は
じ
め
、
災
害
被
災
者
の

救
援
、
医
療
・
社
会
福
祉
事
業
な
ど

の
人
道
的
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
国
の
組
織
で
は
な
く
民
間
の

認
可
法
人
で
す
。
国
や
県
な
ど
か
ら

補
助
金
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
赤
十

字
の
事
業
は
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
で

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
内
災
害
救
護
…
い
つ
来
て
も

お
か
し
く
な
い
災
害
に
、
医

療
の
力
で
立
ち
向
か
う

医
療
救
護
班
を
整
備
し
、
救
護
車

両
の
配
備
や
救
援
物
資
の
備
蓄
を
し

て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
す
る
と
、

災
害
の
規
模
に
応
じ
て
全
国
か
ら
医

療
救
護
班
が
派
遣
さ
れ
、
救
護
所
の

設
置
、
被
災
現
場
や
避
難
所
で
の
診

療
、
心
の
ケ
ア
活
動
な
ど
を
行
い
ま

す
。講

習
普
及
事
業
…
突
然
倒
れ
た

人
を
助
け
ら
れ
る
「
普
通
の

人
」
を
増
や
し
た
い

病
気
や
事
故
で
呼
吸
や
心
臓
が
止

ま
っ
た
人
は
、

脳
に
酸
素
が
行

き
渡
ら
ず
、
生

命
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
ま
す
。

１
１
９
番
通
報

し
て
か
ら
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
に
、
そ
ば
に
い
る
人
が
救
命
措

置
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
と
技

術
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
赤
十

字
は
、
地
域
や
職
場
に
講
習
の
指
導

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
…
赤
十

字
社
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

近
年
の
少
子
高
齢
化
や
多
発
す
る

災
害
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ニ

ー
ズ
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
全
国
に

約
１
３
０
万
人
い
る
赤
十
字
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
災
害
救
護
活
動
や
高
齢
者

福
祉
活
動
を
は
じ
め
、
幅
広
い
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
「
越

谷
市
赤
十
字
奉
仕
団
」
が
救
急
法
の

講
習
会
の
ほ
か
、
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
赤
十
字
…
子
ど
も
た
ち

の
「
生
き
る
力
」
を
育
む

子
ど
も
た
ち
が
持
つ
優
し
さ
や
思

い
や
る
心
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

人
の
命
や
健
康
を
守
り
、
人
と
し
て

お
互
い
に
尊
重
し
て
行
動
す
る
こ
と

で
世
界
平
和
を
目
指
そ
う
と
、
学
校

教
育
の
中
で
赤
十
字
の
思
い
を
広
げ

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

国
際
活
動
…
世
界
中
で
苦
し
む

人
々
の
た
め
に

世
界
中
の
仲
間
と
と
も
に
、
武
力

紛
争
・
難
民
キ
ャ
ン
プ
・
自
然
災
害

な
ど
に
お
け
る
医
療
救
護
や
救
援
物

資
の
提
供
、
開
発
協
力
、
救
援
金
募

集
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

医
療
事
業
…
平
時
で
も
、
災
害

時
で
も
、
頼
ら
れ
る
存
在
へ

埼
玉
県
内
に
は
、
３
つ
の
赤
十
字

病
院
が
あ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
公

的
医
療
機
関
と
し
て
救
急
医
療
や
高

齢
社
会
に
対
応
し
た
医
療
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
際

は
、
迅
速
に
被
災
地
で
の
医
療
救
護

活
動
を
行
え
る
よ
う
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

血
液
事
業
…
か
け
が
え
の
な
い

命
を
救
う
た
め
に

埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で

は
、
県
内
７
カ
所
の
献
血
ル
ー
ム
と

献
血
バ
ス
（
移
動
採
血
車
）
に
よ
っ

て
、
毎
日
途
切
れ
る
こ
と
な
く
献
血

者
を
募
集
し
、
２４
時
間
体
制
で
患
者

さ
ん
に
血
液
を
届
け
て
い
ま
す
。

献
血
で
集
め
た
血
液
に
は
有
効
期

限
が
あ
り
ま
す
。
埼
玉
県
内
の
輸
血

を
必
要
と
す
る
方
に
、
安
全
な
血
液

を
安
定
的
に
過
不
足
な
く
届
け
る
た

め
に
は
１
日
７
０
０
人
程
度
の
献
血

者
の
協
力
が
必
要
で
す
。

看
護
師
養
成
…
医
療
の
担
い
手

を
育
て
る
た
め
に

臨
床
看
護
や
訪
問
看
護
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
国

際
赤
十
字
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
、
災
害
救
護
や
国
際
救
護
の
活
動

が
で
き
る
看
護
師
を
養
成
し
て
い
ま

す
。社

会
福
祉
事
業
…
地
域
に
根
ざ

し
た
支
援
を

い
か
な
る
状
況
下
で
も
、
人
間
の

命
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
た
め
、
社

会
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
方

が
、
そ
の
人
ら
し
い
自
立
し
た
生
活

を
送
る
た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
進
め
る
地
域
福
祉
活
動

越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社

会
福
祉
事
業
を
進
め
る
、
公
共
性
と

自
主
性
を
有
す
る
社
会
福
祉
法
人
で

す
。
地
域
住
民
と
行
政
や
民
間
の
社

会
福
祉
事
業
関
係
者
な
ど
と
協
力
し

て
、福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者
の
養
成
や
福
祉
教
育
の
推
進
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
拡
充
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
や
子

育
て
サ
ロ
ン
、成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
援
助
の
推
進
、
総
合
的
な
福
祉

相
談
の
実
施
な
ど
、
社
会
福
祉
の
全

般
に
わ
た
り
、
き
め
細
か
な
福
祉
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
地
域

の
自
治
会
館
等
で
、
高
齢
者
や
子
育

て
中
の
親
子
な
ど
を
対
象

に
参
加
者
同
士
の
交
流
の

場
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

居
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
住
民
や
福
祉
推
進
員

が
、
自
主
的
・
主
体
的
に

行
う
活
動
で
、
地
域
の
見
守
り
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
つ
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
際
に
迅
速
な
対
応
と
支
援
を
可
能

に
す
る
た
め
、
事
前
に
登
録
し
て
も

ら
い
、
研
修
や
情
報
提
供
を
行
い
ま

す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
会
食
サ
ー

ビ
ス

市
内
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会
場

に
、
毎
月
１
回
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

会
食
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

福
祉
体
験
学
習
支
援

福
祉
体
験
学
習
を
実
施
す

る
学
校
や
自
治
会
な
ど
に
、
当
事
者

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
派
遣

や
福
祉
機
器
の
貸
し
出
し
な
ど
に
つ

い
て
支
援
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
寄
付
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す

日
本
赤
十
字
や
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
の
福
祉
活
動
の
多
く
は
住
民
相

互
の
助
け
合
い
を
基
調
と
し
、
皆
さ

ん
の
寄
付
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
に
日
本
赤
十
字
社
が
「
赤

十
字
会
員
増
強
運
動
」
を
実
施
す
る

ほ
か
、
７
月
、
１０
月
、
１２
月
に
は
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
募
金
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤
十
字
会
員
増
強
運
動
期
間
…
５
月

１
日
〜
３１
日
。
赤
十
字
の
理
念
で
あ

る
「
人
道
」
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
う
た
め
の
事
業
資
金
と

し
て
使
わ
れ
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集
強
化
期

間
…
７
月
１
日
〜
３１
日
。
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
へ
の
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
越
谷
市
の
地

域
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
ま
す

赤
い
羽
根
共
同
募
金
募
集
強
化
期
間

…
１０
月
１
日
〜
３１
日
。
実
績
額
の
５０

％
が
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分

金
と
し
て
配
分
さ
れ
、
社
協
支
部
活

動
支
援
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
各
種

事
業
に
使
わ
れ
て
お
り
、
残
り
は
、

広
く
県
内
の
福
祉
団
体
、
施
設
等
に

配
分
さ
れ
る
ほ
か
、
大
規
模
災
害
発

生
な
ど
の
特
別
な
場
合
は
、
他
県
で

も
使
わ
れ
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
会
食
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
に
お
け
る

福
祉
活
動
の
支
援
な
ど
の
ほ
か
、
県

内
の
福
祉
施
設
に
配
分
さ
れ
ま
す

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
募
集
強
化
期

間
…
１２
月
１
日
〜
３１
日
。
市
内
の
生

活
困
窮
世
帯
に
対
す
る
援
護
金
の
配

分
や
図
書
カ
ー
ド
配
布
な
ど
の
支
援

に
使
わ
れ
ま
す

助
け
合
う
心

助
け
合
う
力

近
年
、
全
国
で
地
震
や
水
害
等
の
自
然
災
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
域
で
は
高
齢
化
の
進
展

や
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
を
背
景
に
、
高
齢
者
世

帯
等
の
「
孤
立
」
等
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
助
け
合
い
の
精

神
で
取
り
組
む
日
本
赤
十
字
社
と
社
会
福
祉
協
議
会

と
い
う
２
つ
の
団
体
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日本赤十字社募金についての
お問い合わせは

福祉推進課（第三庁舎2階）
�963－9320

社会福祉協議会会員会費・共同募金
についてのお問い合わせは
越谷市社会福祉協議会
（中央市民会館内）
�966－3411

日
本
赤
十
字
社
の
人
道
的
支
援
活
動

越谷市での竜巻災害時は助けてもらう立場でした

平成25年9月2日
に越谷で発生した
竜巻災害の際に
は、赤十字や共同
募金から義援金が
送られ被災した
方々への支援を行
いました

平成２８年熊本地震災害発生時の支援の様子

平成28年4月14日に
熊本で発生した地震
災害の際には、越谷
市で集まった義援金
を被災した方々へ送
っています

学生ボランティアがたくさん集まりました 竜巻災害時には、ボランティアが活躍しました

一人暮らし高齢者会食サービスでの
交流の様子

ふれあいサロンの様子

多世代での交流が行われる居場所は
増えつつあります
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